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７
月
２２
日
午
後
５
時
か
ら
、
文
化
の

家
森
の
ホ
ー
ル
で
、
フ
レ
ン
ズ
の
つ
ど

い 
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
．
１７
「
世
界
の
音
楽
と

魅
惑
の
タ
ン
ゴ
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

会
場
前
の
ホ
ワ
イ
エ
で
は
、
初
参
加

の
人
を
含
め
て
３０
余
名
の
ス
タ
ッ
フ

が
、
担
当
ご
と
に
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行 

い
、
お
客
様
を
迎
え
る
準
備
に
気
合
が

入
り
ま
す
。 

 

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
「
ブ
ラ
ボ
ー
・
ム

ッ
シ
ュ
・
ル
モ
ン
ド
」
の
ダ
ン
ス
で
幕

を
開
け
、
大
勢
の
お
客
様
が
２
年
前
の

愛
知
万
博
を
懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ
た

こ
と
で
し
ょ
う
。 
 

フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
ド

イ
ツ
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
…
素
晴
ら

し
い
歌
声
が
会
場
を
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
旅
へ
と
誘(

い
ざ
な)

っ
て
い

き
ま
す
。 

「
死
ぬ
ほ
ど
良
か
っ
た
」 

楽
し
い
ト
ー
ク
を
交
え
て
の

加
藤
修
滋
さ
ん
弾
き
語
り
の

「
百
万
本
の
バ
ラ
」
は
素
晴
ら

し
く
、
ご
自
分
の
人
生
と
重
ね

合
わ
せ
て
、
う
っ
と
り
と
聞
き

惚
れ
て
お
ら
れ
る
方
も
い
た
よ 

 

ア
ン
コ
ー
ル
曲
の
「
花
祭
り
」
を

出
演
者
全
員
で
に
ぎ
や
か
に
歌
い
、

会
場
の
暖
か
い
拍
手
に
包
ま
れ
て
、

今
回
の
フ
レ
ン
ズ
の
つ
ど
い 

Ｐ
ａ

ｒ
ｔ
．
１７
は
盛
況
の
う
ち
に
終
演
を

迎
え
ま
し
た
。 

 

フ
レ
ン
ズ
の
つ
ど
い 

Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
．
１７ 

世
界
の
音
楽
と
魅
惑
の
タ
ン
ゴ 

 
 
 
 
 
 
 

― 

大
好
評
で
幕
を
閉
じ
る 

― 

う
で
す
。 

 

第
１
部
は
会
場
全
体
で
「
見
上
げ
て

ご
ら
ん
夜
の
星
を
」
を
合
唱
し
て
幕
を

閉
じ
ま
し
た
。 
 

第
２
部
は
大
久
保
ナ
オ
ミ
さ
ん
の
ヴ

ァ
イ
オ
リ
ン
・
ソ
ロ
が
客
席
を
流
し
て

歩
き
、
し
っ
と
り
と
心
に
染
み
る
音
色

で
開
演
で
す
。 

 

ブ
ラ
ジ
ル
、
ア
メ
リ
カ
、
メ
キ
シ
コ
、

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
…
と
軽
快
な
リ
ズ
ム
に

歌
と
ダ
ン
ス
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
も

最
高
潮
を
迎
え
、
イ
タ
リ
ア
村
で
活
躍

中
の
セ
ル
ヒ
オ
・
ビ
ジ
ャ
ロ
エ
ル
さ
ん

の
「
想
い
の
届
く
日
」
は
声
量
溢
れ
る

歌
声
で
会
場
を
魅
了
し
ま
し
た
。 

 

 

♪
死
ぬ
ほ
ど
良
か
っ
た
。
と
て
も
感

動
し
ま
し
た
。（
６０
才
代
） 

♪
ス
テ
キ
な
舞
台
で
し
た
。
出
演
者

の
歌
唱
力
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
ぜ

ひ
ま
た
聴
き
た
い
で
す
。 

♪
毎
年
お
願
い
し
ま
す
。
文
化
の
家

も
す
ば
ら
し
く
、
非
常
に
良
い
企
画

だ
と
思
い
ま
す
。 

♪
弾
き
語
り
の
加
藤
さ
ん
の
百
万

本
の
バ
ラ
は
、
ス
ト
ー
リ
ー
性
、
感

情
の
豊
か
さ
、
す
ば
ら
し
い
歌
唱
で

し
た
。 

♪
生
演
奏
の
す
ば
ら
し
さ
を
満
喫

し
ま
し
た
。 

 

『
死
ぬ
ほ
ど
良
か
っ
た
』
は
、
ピ
ア

ノ
弾
き
語
り
の
加
藤
修
滋
さ
ん
が

「
す
ご
く
良
い
と
思
っ
た
ら
死
ぬ

ほ
ど
良
か
っ
た
と
言
っ
て
」
と
、
ト

ー
ク
の
中
で
語
ら
れ
た
言
葉
が
活

か
さ
れ
た
コ
メ
ン
ト
で
す
。 

写
真
上
は
舞
台
上
に
出
演
者
が

勢
ぞ
ろ
い
し
た
場
面
、
写
真
下
は

終
演
後
の
出
演
者
と
フ
レ
ン
ズ
ス

タ
ッ
フ
と
の
交
流
会
の
様
子
で
す 



  

長
久
手
町
文
化
の
家
フ
レ
ン
ズ

の
活
動
な
ど
に
つ
い
て
発
表
す

る
水
野
会
長 

７
月
１
日
可
児
市
文
化
創

造
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
た

ア
ー
ツ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ォ

ー
ラ
ム
の
会
場
風
景 

 
 

 

７
月
１
日
、
可
児
市
文
化
創
造
セ

ン
タ
ー
で
「
元
気
に
な
ろ
う
！
ア
ー

ツ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ォ
ー
ラ
ム
２

０
０
７
」
が
開
催
さ
れ
、
長
久
手
町

文
化
の
家
フ
レ
ン
ズ
か
ら
水
野
会

長
、
山
口
事
務
局
長
、
岩
瀬
広
報
担

当
の
３
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
各
地
の
公
共
文 

化
施
設
で
活
動
す
る
ア
ー
ツ
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
の
現
状
や
課
題
な

ど
を
話
し
合
い
、
ま
た
平
成
１８
年

度
か
ら
の
指
定
管
理
者
制
度
導
入

に
よ
っ
て
、
公
共
文
化
施
設
を
と
り

ま
く
状
況
が
変
化
し
つ
つ
あ
る
現

在
、
ア
ー
ツ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
あ
り

方
を
あ
ら
た
め
て
学
ぶ
目
的
で
開 

 

催
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

名
大
清
水
教
授
の
基

調
講
演
で
は
じ
ま
る 

ま
ず
、
名
古
屋
大
学
の 

清
水
裕
之
教
授
が
『
ホ
ー

ル
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
こ

れ
ま
で
・
こ
れ
か
ら
』
と 

題
し
て
「
ホ
ー
ル
ボ
ラ
ン 

テ
ィ
ア
成
立
の
背
景
と

到
達
点
」
「
ホ
ー
ル
ボ
ラ 

ン
テ
ィ
ア
の
意
味
を
い
ま
一
度
問

う
」
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー
は
な

ぜ
必
要
か
」
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
シ
ア
タ

ー
を
支
え
る
運
営
意
識
と
シ
ア
タ

ー
の
条
件
」
な
ど
を
主
な
内
容
と
し

た
基
調
講
演
を
さ
れ
ま
し
た
。 

 

参
加
者
に
よ
る
交
流
会
議 

 

そ
の
後
、
参
加
者
が
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

参
加
す
る
会
員
の
意
識
に
つ
い
て
」

「
文
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
市
民
が

な
に
を
望
む
か
」
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
施
設
側
の
関
係
」
の
三
つ
を
テ
ー

マ
に
交
流
会
議
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ

が
直
面
し
て
い
る
課
題
な
ど
に
つ

い
て
活
発
に
議
論
し
ま
し
た
。 

 

フ
レ
ン
ズ
か
ら
も
発
言 

 
長
久
手
町
文
化
の
家
フ
レ
ン
ズ

の
水
野
会
長
は
、
フ
レ
ン
ズ
の
平
成

１８

年
度
の
活
動
実
績
を
も
と
に

「
フ
レ
ン
ズ(
友
の
会)

の
運
営
」「
ホ

ー
ル
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
状
況
」

「
年
２
回
の
自
主
企
画
事
業
の
実

施
」
「
各
種
の
研
修
活
動
」
な
ど
に

つ
い
て
報
告
を
し
ま
し
た
。 

 

さ
ら
に
フ
レ
ン
ズ
か
ら
、
交
流
会

議
の
三
つ
の
テ
ー
マ
の
う
ち
「
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
施
設
側
と
の
関
係
」
に

関
連
し
て
、
施
設
の
運
営
に
あ
た
る 

側
と
フ
レ
ン
ズ
が
、
ア
ー
ツ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
認

識
を
共
有
す
る
こ
と
、
両
者
の
意
思

疎
通
を
い
っ
そ
う
深
め
る
こ
と
の

重
要
さ
を
指
摘
し
ま
し
た
。 

 

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
感
じ
た
こ
と 

 

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
し
て
、

ま
ず
長
久
手
町
文
化
の
家
フ
レ
ン

ズ
が
、
発
足
以
来
９
年
の
経
験
を
積

ん
で
、
安
定
し
た
活
動
を
順
調
に
続

け
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
実
感
し

ま
し
た
。
長
久
手
町
文
化
の
家
は
、

県
内
で
も
ま
れ
な
充
実
し
た
文
化

事
業
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
そ
の
一

端
を
「
フ
レ
ン
ズ
」
が
ホ
ー
ル
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
活
動
を
通
し
て

支
え
て
き
ま
し
た
。
こ
の
９
年
間
の

経
験
と
実
績
は
今
後
に
向
け
て
の

大
切
な
財
産
だ
と
思
い
ま
し
た
。 

ま
た
会
議
の
中
で
、
公
共
文
化
施 

会員登録には便利でお得な自動払込みのご利用を！ 
フレンズ会員登録の入会および更新には ①文化の家事務局で会費を添

えて申し込む ②郵便振り込みを利用 ③郵便貯金から自動払込み という

三つの方法があります。③の郵便貯金からの自動払込みは、一度手続きい

ただくと、郵便貯金の口座から自動的に会費が払込まれ、毎年の更新手続

きの手間を省くことができます。さらに平成２０年度から、自動払込みの

会員は、年会費１５００円を１３００円に割り引く特典を設けました。 
（ただし払込み手数料２５円は、ご本人負担でお願いします） 
詳しくは後日ご案内します。この機会にぜひ手続きをお勧めします。 

 

ア
ー
ツ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
充
実
を
目
指
し 

設
の
曲
が
り
角
と
い
わ
れ
る
時
代
を

迎
え
「
ア
ー
ツ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

が
施
設
運
営
に
ど
う
関
わ
る
か
」
を

提
起
す
る
発
言
も
あ
り
ま
し
た
。
こ

う
し
た
議
論
を
通
し
て
、
ア
ー
ツ
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
あ
り
方
を
あ
ら
た
め

て
学
び
な
お
す
必
要
を
強
く
感
じ
な

が
ら
会
場
を
後
に
し
ま
し
た
。 

 
 

文
責 

岩
瀬
信
廣 



 

まわってつなごう、アートとハート！ 

ながくてアー トフェスティバル    
平成１９年１１月１日（木）～１１月１１日（日） 

町内には多くの美術家・工芸家が在住し、アトリエ、ギャラリーが点在しています。地域特性を活かし、

アーティストと住民の交流を深めながら、アートによる感性豊かな町づくりをめざすフェスティバルです。 

① 長久手の里美術展２００７ 

長久手美術作家の会による作品展 
② アトリエ開放 

普段見ることのできない作家の 
アトリエを公開 

③ 各ギャラリーで企画展 開催！ 

ながくてアートフェスティバル 
協賛ギャラリーで企画展開催 

※ 詳しくは、ながくてアートフェスティバル実行委員事務局（長久手町文化の家内）にお問合せ下さい。 
          TEL 0561－61－3411  FAX 0561－61－2510  

④ 親も子も 1日アーティスト 開催！ 

  香流川遊歩道で絵画大会をおこないます 
⑤ プロジェクトつぶて 

  子どもたちが拾い集めた石ころで大きな 
石曼荼羅を作るワークショップです 

⑥ 美術講座「美楽入門～ビジュアルアートを 

もっと身近に～」 

講師：木本文平（愛知県美術館副館長） 

フレンズのつどい Ｐａｒｔ．１８ 

クリスマスコンサート＆パーティー  
―  弦 の 音 色 に 歌 を の せ て  ― 

ソプラノと弦楽四重奏のときめきのコラボレーション。若きアーティストたちの力強くも 
美しい音色に感動されることでしょう。歌曲からおなじみの曲まで、クリスマスのひとときをお楽

しみください。 
コンサートの後には、出演者を囲んで楽しいティーパーティーをご用意しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      

 

日 時  １２月１６日（日） 午後２時開演 

場 所  長久手町文化の家 舞踊室 

入場料  会員 １２００円（本人のみ） チケット発売 会員 １０月６日（土）から 

一般 １５００円              一般 １０月１３日（土）から 

平光真彌さん(第１バイオリン)より フレンズの皆さんへメッセージ 

 フレンズの皆さん、こんにちは。１２月のクリスマスパーティーでははじめの約１時間、ソプ

ラノの歌と弦楽器のコンサートをお楽しみいただきます。普段、ピアノ伴奏で歌う歌手が弦楽器

の伴奏だと、はたしてどのような雰囲気になるのか？そして、歌曲の旋律を使って弦楽器だけの

曲にすると、どのような曲が生まれるのか？そのほか映画音楽や歌謡曲など、普段皆さんが口ず

さむような曲もお聴きいただこうと思います。皆さんと楽しいひとときを、ともに送ることがで

きたらと楽しみにしています。ぜひ足をお運びください。お持ちしております。 

ＡＣＯ弦楽四重奏団の皆さん 
 左から 平光真彌（第１バイオリン）⇒ 新谷 歌（第２バイオリン） 

小松 大（ビオラ）  ⇒   山際奈津香（チェロ） 原田美奈（ソプラノ） 



       

 
編集者コラム 

ほっと 
すぺーす 

こ
こ
数
年
タ
ン
ゴ
ブ
ー
ム
で
、
私
も
つ

い
に
６
月
愛
知
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
で
催

さ
れ
た
「
オ
ス
バ
ル
ド
・
ベ
リ
ン
ジ
ェ
リ

楽
団
」
の
演
奏
を
聴
き
に
行
き
、
本
場
の

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
タ
ン
ゴ
と
ダ
ン
ス
に
魅
了

さ
れ
ま
し
た
。 

今
回
、
文
化
の
家
で
も
フ
レ
ン
ズ
の
つ

ど
い 

Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
．
１７
が
「
タ
ン
ゴ
」。
ま

す
ま
す
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
チ
ャ
ン
ス
と

思
い
、
２
年
ぶ
り
に
つ
ど
い
に
参
加
し
ま

し
た
。 

出
演
者
Ｅ
Ｌ
Ｍ
ｌ
ａ
Ｅ
Ｌ
Ｍ
は
タ
ン
ゴ

を
中
心
に
幅
広
い
音
楽
を
演
奏
し
、
歌
あ

り
、
ト
ー
ク
あ
り
と
楽
し
い
ス
テ
ー
ジ
で

し
た
。
こ
の
メ
ン
バ
ー
は
愛
知
万
博
に
出

演
し
、
多
く
の
人
々
に
知
ら
れ
て
い
る
存

在
。
以
後
、
万
博
関
連
催
事
に
も
積
極
的

に
活
動
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
だ
そ
う
で
、 

こ
こ
長
久
手
町
文
化
の
家
で
演
奏
会
の
開

催
も
、
メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
さ

ぞ
感
慨
深
い
こ
と
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

 

恒
例
の
フ
レ
ン
ズ
ス
タ
ッ
フ
と
出
演
者

と
の
交
流
会
に
も
参
加
し
、
ス
テ
ー
ジ
で

は
見
ら
れ
な
い
出
演
者
の
素
顔
や
話
に
触

れ
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
ま
た
楽
し
い
ひ

と
と
き
で
し
た
。
ダ
ン
ス
の
男
性
半
田
さ

ん
は
ス
テ
ー
ジ
で
は
キ
リ
リ
と
ス
テ
キ
で

し
た
が
、
私
た
ち
の
前
に
現
れ
た
彼
は
な

ん
と
童
顔
の
可
愛
い
男
性
（
あ
ぁ
お
ば
さ
ん

だ
ー
）
で
し
た
。
そ
し
て
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

出
身
の
歌
手
セ
ル
ヒ
オ
氏
は
か
っ
こ
い
い

男
性
で
、
そ
の
う
ち
彼
の
ラ
イ
ブ
を
聴
き

に
行
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

ま
だ
話
し
足
り
な
さ
を
感
じ
な
が
ら
、

企
画
や
運
営
に
尽
力
し
た
ス
タ
ッ
フ
の
労

を
ね
ぎ
ら
っ
て
交
流
会
を
閉
じ
ま
し
た
。 

 この夏は猛暑日が続いたが、９月に入っ

て爽やかな風が心地良い。さぁ自転車の出

番だ。香流川沿いに東に、西に。気がつく

と名古屋市を走っている…。 
 在住３０年になるが、新発見ばかりでと

ても楽しい。           ま 

１０月から１２月の主な催し物を紹介します 

詳しくは「文化の家」のパンフレットなどをご参照ください 

長久手現幻曼荼羅展 今井紀彰(写真家) 

日時：１０月３日(水)から１０月１４日(日)まで 
午前１０時～午後７時（最終日は午後５時） 

９日(火)は休館 

場所：展示室   入場料：無料 

長久手を取材し、それを題材とした写真をもとに 

曼荼羅を展示します。 

宮川彬良＆アンサンブル・ベガ 

旅のゆめ～おんがくの旅！ 

日時：１０月２０日(土) 午後６時開演 

場所：森のホール 

出演：宮川彬良、アンサンブル・ベガ 

好評発売中！ 

前売  一  般   ３０００円 

       フレンズ   ２７００円 

       学  生   １５００円 

当日  一般・フレンズ ３５００円 

       学  生  ２０００円 

全指定席 

レハール作曲 オペレッタ 

ほ ほ え み の 国        

原語と日本語による上演／ハイライト版／ 
レクチャー付

演出・お話  大下くみこ 

日時：１１月１１日(日)午後３時開演 

場所：森のホール 

好評発売中！ 

前売  一  般   ２０００円 

        フレンズ   １５００円 

        学  生   １０００円 

当日  一般・フレンズ ２５００円 

        学  生 １５００円 

全自由席 

長久手オペラＶｏｌ．１７ 

南河内万歳一座 「 大 胸 騒 ぎ 」 
作・演出 内藤裕敬 

出演：鴨鈴女 三浦隆志 重定礼子 内藤裕敬 ほか  

日時：１１月２４日(土) 午後２時開演 

場所：風のホール 

チケット発売日 １０月７日(日)から 

前売  一  般  ３０００円 

フレンズ  ２８００円 

当日 一般・フレンズ ３５００円 

     学生(劇団のみ取り扱い) ２８００円 

       劇団のＨＰ http://www.banzai1za.jp 

劇団銅鑼公演  流 星 ワ ゴ ン      

原作：重松清 脚色：青木豪 演出：磯村純 

出演：館野元彦 久保田勝彦 馬渕真希 三田直門 ほか 

日時：１２月１２日(水) 午後７時開演 

：：：１２月１３日(木) 午後２時開演 

   場所：風のホール 

 好評発売中！ 

   前売  一 般 ３５００円  フレンズ ３２００円 

         高校生以下 ２０００円  

当日は  ＋５００円 


